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増減要因分析

営業利益増減要因

◼ 売上高は前期コロナ禍からの自動車販売回復、グローバルでのエアコン用部品の販売増加が顕著

世界的な原材料価格高騰や輸送コスト増の影響で原価率は悪化し、営業利益は減少

（単位：百万円）
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2023年3月期 業績予想（第2四半期業績予想vs第3四半期業績予想）

◼ ES事業販売計画の進捗状況が芳しくないことに加え、依然として材料価格や物流コストが高止まりしていることから、営業利益を
大幅に下方修正。また、為替が円高水準に振れてきたことにより為替差益の減少が見込まれ、当期純損失となる見込

通期

第2四半期業績予想
構成比(%)

通期予想

（2月14日時点）
構成比(%)

業績予想比

増減額

業績予想比

増減率(%)

 売上高 92,000 100.0% 90,500 100.0% ▲1,500 ▲1.6%

自動車機器 33,500 36.4% 32,800 36.2% ▲700 ▲2.1%

エネルギーソリューション 24,000 26.1% 23,200 25.6% ▲800 ▲3.3%

電子機器 34,500 37.5% 34,500 38.1% +0 +0.0%

 営業利益 700 0.8% ▲1,000 ▲1.1% ▲1,700 -

自動車機器 ▲2,400 ▲2.6% ▲2,750 ▲3.0% ▲350 -

エネルギーソリューション 4,050 4.4% 2,700 3.0% ▲1,350 ▲33.3%

電子機器 1,250 1.4% 1,250 1.4% +0 +0.0%

共通 ▲2,200 ▲2.4% ▲2,200 ▲2.4% +0 -

 経常利益 1,700 1.8% ▲1,000 ▲1.1% ▲2,700 -

 当期純利益 1,200 1.3% ▲1,200 ▲1.3% ▲2,400 -

ROE 10.6% ▲ 11.4% ▲ 22.1pt

営業利益率 0.8% ▲ 1.1% ▲ 1.9pt

 設備投資 4,083 4,083 +0 +0.0%

 研究開発費 2,977 2,959 ▲18 ▲0.6%

 減価償却費 2,723 2,694 ▲28 ▲1.1%

第2四半期業績予想 2023年3月期 通期予想

(百万円)



© 2023 DIAMOND ELECTRIC HOLDINGS Co., Ltd.
7

営業利益増減要因
（単位：百万円）

増減要因分析（通期予想）

◼ 第2四半期業績修正後の営業利益7.0億円に対し、通期予想は営業損失10.0億円となり17.0億円の減少
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